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葛飾区長 青木かつのり 
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▼
気
候
変
動
対
策
は
い
ま
を
生
き
る
我
々
の
責
任 

昨
年
の
夏
の
異
常
な
猛
暑
を
国
連
の
グ
テ
ー
レ

ス
事
務
総
長
は
、
温
暖
化
を
通
り
越
し
て
「
地
球

沸
騰
化
」
と
表
現
し
ま
し
た
。
東
京
で
も
７
月
と

９
月
の
平
均
気
温
が
観
測
史
上
１
位
、
猛
暑
日
（
３

５
℃
以
上
）
も
観
測
史
上
最
多
を
記
録
し
ま
し
た
。 

大
雨
に
よ
る
災
害
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。
記
憶

に
新
し
い
令
和
元
年
の
東
日
本
台
風
（
台
風
１
９

号
）
で
は
、
葛
飾
区
で
も
避
難
勧
告
を
発
令
し
、
１

万
９
千
人
以
上
が
避
難
し
ま
し
た
。 

 

地
球
環
境
や
日
々
の
暮
ら
し
を
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
に
は
、
い
ま
を
生
き

る
私
た
ち
が
今
日
か
ら
で
も
速
や
か
に
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

葛
飾
区
で
は
、
令
和
２
年
に
都
内
の
基
礎
自
治

体
で
初
め
て
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
か
つ
し
か
宣
言
」
を
行
い
、
様
々
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
（
左
表
）。 

 

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
・
ド
バ
イ
で
開
催
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
８
で 

東
京
２
３
区
を
代
表
し
て
世
界
に
向
け
ス
ピ
ー
チ 

▼
葛
飾
区
が
先
駆
け
て
無
償
化
実
施 

学
校
給
食
費
の
無
償
化
が
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。 

私
が
２
３
区
の
先
頭
を
切
っ
て
令
和

４
年
に
給
食
費
の
無
償
化
を
表
明
し
、
令

和
５
年
４
月
か
ら
実
施
し
て
以
来
、
今
や

２
１
区
が
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

▼
国
や
東
京
都
も
無
償
化
を
後
押
し 

 

葛
飾
区
が
先
導
し
た
給
食
費
無
償
化

の
実
施
自
治
体
増
加
の
流
れ
を
受
け
て
、

岸
田
首
相
は
、
令
和
５
年
６
月
に
策
定
し

た
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
」
の
中
で
、

国
と
し
て
「
学
校
給
食
の
無
償
化
の
実
現

に
向
け
て
、
実
態
調
査
を
速
や
か
に
行

い
、
課
題
の
整
理
を
丁
寧
に
行
い
、
具
体

的
方
策
を
検
討
す
る
」
と
明
記
し
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
小
池
都
知
事
は
、
令
和
５
年
第

４
回
都
議
会
定
例
会
で
、「
東
京
都
と
し

て
国
に
先
行
し
て
学
校
給
食
費
の
負
担

軽
減
に
大
胆
に
踏
み
出
し
、
全
力
で
サ
ポ

ー
ト
す
る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。 

              

▼
子
育
て
支
援
を
さ
ら
に
充
実 

今
後

と
も
、
子
ど
も
を
第
一
に
考
え
、
子
育
て

支
援
を
充
実
さ
せ
、
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

▼
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
年
々
減
少 

区
・
区
民
・
事
業
者
の
取
り
組
み
に
よ
り
排
出
量
は
年
々
低
減
し
て

い
ま
す
（
左
下
図
）。
し
か
し
２
０
３
０
年
に
５
０
％
削
減
、
２
０
５
０

年
に
実
質
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
に
は
、
さ
ら
な
る
取
組
強
化
が
必
要
で
す
。 

               
 

              

▼
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
＝
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
８
に
参
加 

 

国
連
で
は
毎
年
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
＝
Ｃ
Ｏ
Ｐ
を
開

催
し
、
各
国
首
脳
級
が
対
策
を
議
論
し
ま
す
。
昨
年
は
ド
バ
イ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
２
３
区
の
取
り
組
み
は
環
境
省
に
も
注
目
さ
れ
、
岸
田

首
相
、
小
池
都
知
事
が
参
加
す
る
中
、
２
３
区
を
代
表
し
て
私
も
参
加

し
ま
し
た
。
住
民
に
身
近
な
自
治
体
と
し
て
葛
飾
区
及
び
２
３
区
の
気

候
変
動
対
策
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
８
の
詳
し

い
模
様
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

学

校
給

食
費

無
償

化

葛

飾
区

発
の

取
組

が

多
く
の
自
治
体
に
波
及 

▼
葛
飾
区
は
川
に
囲
ま
れ
た
水
と
緑
あ
ふ
れ
る

環
境 葛

飾
区
に
は
区
内
を
多
く
の
河
川
（
東
部
の
江

戸
川
、
西
部
の
荒
川
・
綾
瀬
川
、
北
部
の
大
場
川
、

区
中
央
の
中
川
・
新
中
川
）
が
流
れ
て
い
ま
す
。

水
辺
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
身
近
な
環
境
が

あ
る
こ
と
は
、
葛
飾
区
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
荒
川
や
江
戸
川
は
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
が

楽
し
め
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▼
中
川
（
高
砂
橋
～
新
宿
六
丁
目
）
を
も
っ
と
豊

か
な
空
間
に 

 

と
こ
ろ
が
中
川
は
、
高
砂
橋
か
ら
下
流
や
新
宿

六
丁
目
か
ら
以
北
に
は
、
河
川
管
理
者
へ
の
区
の

働
き
か
け
に
よ
り
、
テ
ラ
ス
や
安
全
な
歩
道
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
砂
橋
・
新
宿
六
丁
目
間

は
テ
ラ
ス
や
散
策
路
が
な
く
、
切
り
立
っ
た
堤
防

に
よ
っ
て
水
辺
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
で
す
。 

河川空間を最大限に活かす 

中川かわまちづくり計画 

▼中川かわまちづくり計画 
整備イメージ 

葛飾区の主な取り組み 

▼ 太陽光発電システムと蓄電池を
セットで導⼊助成 
▼ 健康エコ住宅（窓や壁などの 
断熱改修）助成 
▼ 学校など公共施設 ZEB 化 
（ゼロ・エネルギー・ビル） 
▼ 再⽣可能エネルギー100%の 
電⼒導⼊ 
▼ ボトル to ボトル、繊維 to 繊維
など⽔平リサイクル 

 

 

▼葛飾区の温室効果ガス排出状況 

▼
私
が
提
案
し
、２
３
区
全
体
で

脱
炭
素
共
同
宣
言 

 

葛
飾
区
が
脱
炭
素
を
宣
言
し

て
以
来
、
私
が
他
区
に
働
き
か

け
、現
在
２
２
区
が
同
様
の
宣
言

を
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
に
加
え
、
人

口
や
社
会
資
本
が
集
積
し
、約
９

５
０
万
人
が
暮
ら
す
２
３
区
全

体
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
活
か
す
た

め
に
、
私
の
提
案
に
よ
り
、
２
３

区
が
連
携
し
て
２
０
５
０
年
ま

で
に
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
特
別
区
共
同

宣
言
」の
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。 

金融機関と連携した取り組み 

 

各金融機関と連携することにより、 

中小企業における 

・温室効果ガス排出量の算定 

・削減策の提案 

・削減策の実施による効果の評価 

などの取り組みを支援する 

ま
た
、
目
標
達
成
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
、
中
小
企
業
の

脱
炭
素
化
支
援
に
向
け
、
国
内

す
べ
て
の
メ
ガ
バ
ン
ク
（
み
ず

ほ
銀
行
・
三
井
住
友
銀
行
・
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
と
の
連
携
協
定

（
下
図
）
も
、
２
３
区
共
同
で
締

結
し
ま
し
た
。 

 
区分 

⼩ 学 校 
 

中 
学 
校 低 

学年 
中 

学年 
⾼ 

学年 
⽉額 4,800 

円 
5,300 

円 
5,700 

円 
6,300 

円 
※令和５年４月から 

▼給食費の保護者負担額を全額区が負担 

 

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
今
般
、
河
川
と
ま
ち
の
融
合
を
図
る
「
か

わ
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
国
の
支
援
制
度
を
活
用
し
、
国
土
交
通
省
・

葛
飾
区
・
町
会
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど
沿
川
地
域
の
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て
、
中
川
を
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
河
川
空
間
に
生
ま
れ
変

わ
ら
せ
る
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

▼ジャパン・パビリオンでの講演 ① 

 
▼ジャパン・パビリオンでの講演 ② 

 

▼Local Climate Action Summit 

（世界の自治体首長による気候行動会議） 

 

▼小池都知事、ドバイ政府執行評議会の事務総長と 

 
▼国連経済社会局「ＵＮＤＥＳＡ」の事務局長（中央）と 

 
 

▼国連経済社会局「ＵＮＤＥＳＡ」のインタビュー 

 
▼国連人間移住計画「ＵＨ-ＨＡＢＩＴＡＴ」の事務局長（中央）と 

 
▼鳥取県の大学生とＣＯＰ会場の現地の様子を生配信 

⻘⽊かつのり「Ｘ」（旧ツイッター） 
 
 
 
 

 

国連気候変動枠組条約締約国会議（ＣＯＰ２８）での発⾔要旨 
ジャパン・パビリオンにおける⻘⽊かつのり区⻑の講演＝ドバイから全世界に 

国連気候変動枠組条約締約国会議（ＣＯＰ２８）での活動記録 

右の QR コードを読み

取っていただくと、青

木かつのりのＸ（旧ツ

イッター）を閲覧する

ことができます。 

 

  

 

葛
飾
区
長
の
青
木
克
德
で
す
。
特
別
区
長
会
を
代
表
し
て
大
都

市
部
に
よ
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
移
行
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。 

 

◆
気
候
変
動
対
策
は
生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る 

 
葛
飾
区
の
気
候
変
動
対
策
の
特
色
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

削
減
に
加
え
て
、
他
の
地
域
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
こ
と
、
つ

ま
り
は
生
活
の
質
を
同
時
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
省
エ
ネ
の
推
進
で
は
、
補
助
と
金
利
優
遇
で
住

宅
の
断
熱
化
を
促
す
こ
と
で
、
熱
中
症
や
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
防

ぐ
健
康
エ
コ
住
宅
の
普
及
に
つ
な
が
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

ま
た
、
学
校
を
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
（
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）
や
断

熱
改
修
す
る
こ
と
で
冷
暖
房
効
率
が
向
上
し
、
気
候
に
左
右
さ
れ

ず
授
業
に
集
中
で
き
る
な
ど
教
育
環
境
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
で
は
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
蓄
電
池
を
セ
ッ
ト
で
補
助
す
る
こ
と
で
、
災

害
時
の
停
電
対
策
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

◆
葛
飾
区
が
効
果
的
な
取
り
組
み
の
調
査
研
究
を
先
導 

国
や
都
道
府
県
と
の
連
携
だ
け
で
な
く
、
基
礎
自
治
体
間
の
連

携
強
化
が
気
候
変
動
対
策
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
重

要
で
す
。
葛
飾
区
は
２
０
２
０
年
に
都
内
の
基
礎
自
治
体
で
初
め

て
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
私
は
、
こ
れ
を

特
別
区
全
体
に
拡
大
し
て
い
く
た
め
連
携
を
働
き
か
け
、
各
区
が

単
独
で
取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、
東
京
２
３
区
の
連
携
に
よ
り
高

い
効
果
が
期
待
さ
れ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
葛
飾
区
が
中
心
と

な
っ
て
調
査
研
究
を
２
年
に
わ
た
り
進
め
て
き
ま
し
た
。 

◆
特
別
区
全
体
で
脱
炭
素
の
共
同
宣
言
へ 

こ
の
研
究
結
果
を
踏
ま
え
て
、
私
か
ら
２
３
区
の
区
長
が
集
ま

る
特
別
区
長
会
に
提
案
し
、
特
別
区
全
体
で
２
０
５
０
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
特
別
区
」
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
研
究
成
果
で
あ
る
４
つ

の
連
携
方
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
の
組
織
の
設
置
、
さ
ら
に

は
国
内
全
て
の
メ
ガ
バ
ン
ク
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
中
小
企
業

の
脱
炭
素
化
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

▼２３区で連携して 

取り組む４つの⽅策 
 

① 区有施設への再エネ

電力の共同購入 

 

② 金融機関との連携に

よる中小企業への支援 

 

③ ＺＥＢ化の事例共

有、職員の育成 

 

④ 森林環境譲与税の情

報共有、活用方法の検討 
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